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抗 Rb phospho-Thr821 抗体、マウスモノクローナル(24A7) 

商品コード 71-173 

容量 100 µg          

保存 -20℃ 

濃度 1 mg/ml 

バッファー PBS- with 50% glycerol 

純度 ハイブリドーマ培養上清から proteinA で精製した 

抗原 ヒト Rb タンパク質の phospho-Thr821 を含む合成ペプチド  

アイソタイプ マウス IgG1κ 

反応性 Thr821 がリン酸化されたヒト Rb タンパク質。他の種ではテストされていない。 

特記事項 N/A 

アプリケーション １． ウエスタンブロッティング (~1 µg/ml)      

２． ELISA          他の用途は試されていない。 

背景 Rb (Retinoblastoma 網膜芽腫)タンパク質は癌抑制遺伝子 Rb のコードする 110 kDa のタンパク

質で、G1 期で細胞周期を停止させて不適切な細胞増殖を止める機能を持っている（１）。Rb は

転写促進因子である E2F1, PU1, ATF2, UBF, Elf-1, c-Abl などと結合して転写レベルで増殖抑制

機能を発揮する（2-4）。Rb の機能の喪失によって細胞増殖の制御が効かなくなり、網膜芽腫をは

じめ、種々の悪性腫瘍が形成される。細胞増殖を転写レベルで抑制する Rb の機能は、サイクリ

ン依存性のキナーゼによる Rb のリン酸化によって不活化される。 

Data Link UniProtKB P06400 (RB_HUMAN) 

画像 図．モノクローン抗体 24A7 は Thr821 がリン酸化された Rb タンパク質と

特異的に反応する。 

試料は Myc-tag をもつ各種 Rb を発現するプラズミドをトランスフェクトし

たヒト肺肉腫細胞 H1299 株の粗抽出液で、抗 Myc 抗体で免疫沈降させ、沈

澱物をモノクローン抗体 24A7（本製品）を用いてウェスタンブロッティン

グで解析した。 

レーン１；野生型 Rb を発現したサンプル 

レーン２：ミュータント Rb (S795A)を発現したサンプル 

レーン３；ミュータント Rb (T821A) を発現したサンプル 

データは癌研究所井上靖道博士がご提供 
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関連製品 #71-171  抗 Rb phospho-Ser795 抗体、マウスモノクローナル(28B5) 

※本製品は研究用です。診断および軍事目的に使用することはできません。 

 

mailto:info@bioacademia.co.jp
https://www.bioacademia.co.jp/en/
http://www.uniprot.org/uniprot/P06400
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/8939849
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/1411535
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/8242749
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/2138977

